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シャチ Orcinus orcaは鯨偶蹄目ハクジラ亜目マイルカ科の一種であり，北極から南極まで全海洋に分

布する．体長・体重はメスで 8.5m, 7,500kg，オスで 9.8m，10,000kgになるマイルカ科最大の種である

（Jefferson et al., 2015）．メスの初産年齢は平均 14.1歳と他のマイルカ科よりも遅く（例：ハンドウイ

ルカは平均 8歳），妊娠期間は 17~18ヶ月と長く（例：ハンドウイルカは 12ヶ月），出産間隔は平均

4.9年で，繁殖可能な期間である約 24年間において平均 4.7個体しか出産しない（Olesiuk et al. 2005）

繁殖力の低い種でもある．シャチの群れ（図 1）は母親を中心として形成され，娘や息子，娘の子

（孫）と家族で行動する．

図 1．シャチの群れ

本種は海洋の高次捕食者として，場合により生態系に大きなトップダウン的効果をもたらすことが指

摘されている（Barrett­Lennard et al. 1995, Estes et al. 1998）．シャチは，現在のところ単一種とされてい

るが，様々なバリエーションが知られている．例えば北米大陸西岸の東部北太平洋では，少なくとも

レジデント，トランジェント，オフショアの 3つの生態型が存在することが知られている（Ford 

2002）．レジデント型は沿岸に定住し，サケなどの魚類と頭足類を捕食する．一方，レジデント型とほ

ぼ同所的に生息するトランジェント型は哺乳類食，オフショア型は主にサメを食べるとされる．これ

ら 3つの型はどれも遺伝的に異なっていることが知られている．

このようなシャチの生態や社会性については，写真による個体識別によって明らかにされたものであ

る．シャチの個体識別は，背びれおよび背びれ後方のサドルパッチ（サドルマーク）の形状やその付

近に見られる様々な模様や傷跡を写真撮影することによって観察し（Bigg et al. 1987），個体ごとの特徴

を示す個体識別写真（ID）をカタログ化することによって行われてきた（図 2）．極東ロシアのオホー

ツク海やカムチャッカ半島，コマンダー諸島などでもシャチに関する研究が行われており，サケ類や

タラ類を食べ，海棲哺乳類を襲わないグループと，鯨類や鰭脚類を狩るグループという，遺伝的にも

異なる 2グループが存在すること，これら 2グループでサドルパッチのパターンを比較すると，前者

では切れ込みが入っている「オープンサドル」など様々なサドルパッチが見られているが，後者で

は，サドルパッチのパターンが「スムース」と呼ばれるものだけであることが報告されている

（Filatova et al. 2015）．
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図 2．シャチの個体識別カタログ（幅ら（2013）より）

以上のように，シャチに関する研究は世界各地で行われてきたが，日本においての研究はまだ少な

い．北海道で偶発的に観察されるシャチについては，1990年代より情報が蓄積されるようになり（佐

藤ら  2006），さらに注目されるようになったのは，2005年 2月に根室海峡北部の相泊においてシャチ

の群れが海氷によって閉じ込められ，9頭が死亡したというニュースであった．その後，羅臼では地元

の有志らによって，基本的な研究の基盤が整備されるようになった（佐藤  2009）．また，釧路沖のシ

ャチについては三重大学により調査が始められ，個体識別写真の蓄積の他，羅臼のシャチとの関連に

ついても検討された．さらに北海道に生息するシャチの基礎的知見を蓄積することを目的に，東海大

学，常磐大学，三重大学，京都大学，北海道大学が中心となって，北海道シャチ研究大学連合（Uni­

HORP）が 2011年に立ち上げられ，羅臼沖を中心とする根室海峡の日露中間線までの海域を対象とし

て，観光船「はまなす（19トン）」（尾田建設・羅臼町）を主なプラットフォームとした調査研究を行

っている（図 3）（大泉ら  2016, 三谷ら  2018）．

図 3. 調査の様子
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今でこそ，ホェールウォッチングの対象種として人気のシャチであるが，1948年から 1960年代には

油や肉を目的とし，北海道のオホーツク海沿岸（網走沖）や道東（釧路沖），三陸沖や和歌山県太地な

ど日本の各地で商業捕鯨が行われてきた（Nishiwaki & Handa 1958, 金治 2020）．その捕獲数は，1948

〜1965年にかけては年 20〜100個体であったが，1966〜1968年の 3年間続けて年 100個体以上捕獲し

て以降，急激に捕獲数は少なくなり，1972年以降は年に数個体で推移して 1991年以降は小型捕鯨業で

の本種の捕獲は禁止されている（金治 2020）．近年にシャチが多く観察されるようになった理由とし

て，人々の関心が高くなり報告が増えたという面もあると考えられるが，前述のように繁殖力が低

く，多く捕鯨したことで激減したシャチが，その後の捕鯨禁止によって個体数を回復させつつあるこ

とことを示しているのかもしれない．

いずれにせよ，シャチは北海道周辺において，採餌や休息，社会行動などを行うための重要な海域であ

ることが示唆される．繁殖力の高くないシャチにおいて，重要な生息地を保全していくことが必要であ

ることから，今後も彼らが暮らせるような海であり続けて欲しいと願うものである．
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